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【手続補正書】
【提出日】平成22年12月21日(2010.12.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　　　（Ａ）位置Ｐにおける電磁信号の測定をすべきか否かを、（ｉ）前記電磁信号を位
置Ｐにおけるノイズから切り離すことのできる見込みの予測値に、基づいて決定するステ
ップ
を有する
ことを特徴とする方法。
【請求項２】
　　　前記（Ａ）ステップは、（ｉｉ）電磁信号の周波数で、位置Ｐにおける電磁クラッ
タの特徴に、基づく
ことを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項３】
　　　前記（Ａ）ステップは、（ｉｉ）位置Ｐにおける地形の特徴に、基づく
ことを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項４】
　　　前記（Ａ）ステップは、（ｉｉ）位置Ｐにおける人口密度の特徴に基づく
ことを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項５】
　　　前記（Ａ）ステップは、位置Ｐにおいて第１電磁信号の前の測定がなされたか否か
に基づく
ことを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項６】
　　　前記（Ａ）ステップは、位置Ｐにおいて第１電磁信号の前の測定の年数に、基づく
ことを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項７】
　　　前記（Ａ）ステップは、前記第１電磁信号の前の測定が位置Ｑで行われたか否かに
、基づく、位置Ｑは位置Ｐとは異なる、
ことを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項８】
　　　前記（Ａ）ステップは、位置Ｑにおける第１電磁信号の前の測定の年数に、基づく
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ことを特徴とする請求項７記載の方法。
【請求項９】
　　　第１位置における電磁信号の測定をすべきか否かは、位置Ｐと位置Ｑとの間の距離
に、基づく
ことを特徴とする請求項７記載の方法。
【請求項１０】
　　　前記（Ａ）ステップは、位置Ｓでの測定が提案された事実に、基づく、位置Ｓは位
置Ｐとは異なる
ことを特徴とする請求項９記載の方法。
【請求項１１】
　　　前記（Ａ）ステップは、位置Ｐと位置Ｓとの間の距離に、基づく
ことを特徴とする請求項１０記載の方法。
【請求項１２】
　　　前記（Ａ）ステップは、位置Ｓでの測定が提案されなかった事実に、基づく、位置
Ｓは位置Ｐとは異なる
ことを特徴とする請求項９記載の方法。
【請求項１３】
　　　（Ａ）位置Ｐにおける電磁信号の測定をすべきか否かを決定するステップは、
（ｉ）位置Ｓでの測定が提案された事実に、基づく、位置Ｓは位置Ｐとは異なる
ことを特徴とする方法。
【請求項１４】
　　　前記（Ａ）ステップは、第１位置における電磁信号の測定をすべきか否かは、（ｉ
ｉ）位置Ｐと位置Ｓとの間の距離に、基づく
ことを特徴とする請求項１３記載の方法。
【請求項１５】
　　　前記（Ａ）ステップは、（ｉｉ）前記電磁信号を位置Ｐにおけるノイズから切り離
すことのできる見込みの予測値に、基づく
ことを特徴とする請求項１３記載の方法。
【請求項１６】
　　　前記（Ａ）ステップは、（ｉｉ）信号の周波数で、位置Ｐにおける電磁クラッタの
特徴に、基づく
ことを特徴とする請求項１３記載の方法。
【請求項１７】
　　　前記（Ａ）ステップは、（ｉｉ）位置Ｐにおける地形の特徴に、基づく
ことを特徴とする請求項１３記載の方法。
【請求項１８】
　　　前記（Ａ）ステップは、（ｉｉ）位置Ｐにおける人口密度の特徴に基づく
ことを特徴とする請求項１３記載の方法。
【請求項１９】
　　　第１位置における信号の測定をすべきか否かは、位置Ｐにおいて第１電磁信号の前
の測定がなされたか否かに基づく
ことを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項２０】
　　　第１位置における信号の測定をすべきか否かは、位置Ｐにおいて第１電磁信号の前
の測定の年数に、基づく
ことを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項２１】
　　　第１位置における信号の測定をすべきか否かは、前記第１電磁信号の前の測定が位
置Ｑで行われたか否かに、基づく、位置Ｑは位置Ｐとは異なる、
ことを特徴とする請求項１記載の方法。
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【請求項２２】
　　　第１位置における信号の測定をすべきか否かは、位置Ｑにおける第１電磁信号の前
の測定の年数に、基づく
ことを特徴とする請求項７記載の方法。
【請求項２３】
　　　第１位置における信号の測定をすべきか否かは、位置Ｐと位置Ｑとの間の距離に、
基づく
ことを特徴とする請求項７記載の方法。
【請求項２４】
　　　第１位置における信号の測定をすべきか否かは、ドライブ－テスト・プランに従っ
て、位置Ｓでの測定が提案された事実に、基づく、位置Ｓは位置Ｐとは異なる
ことを特徴とする請求項９記載の方法。
【請求項２５】
　　　（Ａ）位置Ｐにおける電磁信号の測定をすべきか否かを決定するステップは、
（ｉ）位置Ｓでの測定が提案されなかった事実に、基づく、位置Ｓは位置Ｐとは異なる
ことを特徴とする方法。
【請求項２６】
　　　第１位置における電磁信号の測定をすべきか否かは、（ｉｉ）位置Ｐと位置Ｓとの
間の距離に、基づく
ことを特徴とする請求項２５記載の方法。
【請求項２７】
　　　前記（Ａ）ステップは、（ｉｉ）前記電磁信号を位置Ｐにおけるノイズから切り離
すことのできる見込みの予測値に、基づく
ことを特徴とする請求項２５記載の方法。
【請求項２８】
　　　第１位置における信号の測定をすべきか否かは、位置Ｐにおいて第１電磁信号の前
の測定がなされたか否かに基づく
ことを特徴とする請求項２５記載の方法。
【請求項２９】
　　　第１位置における信号の測定をすべきか否かは、位置Ｐにおいて第１電磁信号の前
の測定の年数に、基づく
ことを特徴とする請求項２８記載の方法。
【請求項３０】
　　　第１位置における信号の測定をすべきか否かは、前記第１電磁信号の前の測定が位
置Ｑで行われたか否かに、基づく、位置Ｑは位置Ｐとは異なる、
ことを特徴とする請求項２５記載の方法。
【請求項３１】
　　　第１位置における信号の測定をすべきか否かは、位置Ｐにおいて第１電磁信号の前
の測定の年数に、基づく
ことを特徴とする請求項２８記載の方法。
【請求項３２】
　　　第１位置における電磁信号の測定をすべきか否かは、（ｉｉ）位置Ｐと位置Ｑとの
間の距離に、基づく
ことを特徴とする請求項２５記載の方法。
【請求項３３】
　　　第１位置における信号の測定をすべきか否かは、ドライブ－テスト・プランに従っ
て、位置Ｑでの測定が提案された事実に、基づく、位置Ｑは位置Ｐとは異なる
ことを特徴とする請求項９記載の方法。
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